腫瘍の発育および転移に関する実験的研究 とくに血糖との関係について by 赤城, 功











学 位 の 種 類




学 位 論文題 目
赤 城 功
あか ぎ いさお
医 学 博 士
医 博 第 1 1 1 号
昭 和 38 年 6 月 25 日
学 位 規 則 第 5 条 第 1 項 該 当




論 文 調査委員 教 授 鈴 江 懐 教 授 岡 本 耕 造 教 授 田部井 和
論 文 内 容 の 要 旨
近年, 感染性疾患の激減に伴って, 悪性腫疫の比重が一層大きくなって来ているが, その対策を特に困
難にしているのほ, 腫癌の転移ということであって, 極端にいえば, 転移さえなければ, 悪性腰痛の治療
にも問題はないといって良いくらいである｡ この転移について面白い事実がある｡ すなわち, 京大医学部
病理学教室で腫揚死剖検例の転移頻度を年代別に調査したところ, 明治 ･大正 ･昭和と年ごとに著明に増
加していた｡ これは, 外科手術 ･ レ線照射 ･制癌剤投与など治療方法の進歩発達と軌を一にしている｡ Vす
なわも, 制癌処置など腫癌にとって抑制的な ｢ゆさぶり｣ を与えると, 原発腫癌の発育は抑制されても転
移はかえって増加するということになる｡
古く W arburg ･C ori以来, 腫癌の栄養源としては糖が最も重要な役割を演じていることが知られてい
る｡ そこで著者は, この糖水準を変えることによっで, 陸揚の発育に大きな影響をもっ糖代謝を混乱させ
て, 腫癖の生活環童に ｢ゆさぶり｣ を与えることにしたO この意味から, アロキサン糖尿病とインシュリ
ン低血糖をラットに起させ, 糖代謝を中心にみた吉田肉腫皮下移植後の腫癌の発育状態 と転移性の変化を
追求した｡ なお, 比較のためにブドウ糖投与群も設けた｡ ラットは, S om ogyi 法により空腹時血糖値を
測定した結果, 有意の差を認めたもののみを用いた｡ 実験は, まず岐阜雑系ラットについて試み, 次いで
不備な点を修正して均一系 ドンリュ- ラット`で行なった｡
この結果, 皮下腫疫の発育は, 剖検時の単位体重当りの腫痴重量で比較すると, アロキサン糖尿病発症
群とブドウ糖投与群の両者ではやや促進され, インシュリン投与群では抑制の傾向があった｡ 一方, 臓器
への転移形成は組織学的検索の結果, 逆に前者では抑制, 後者では促進されるのが認められた｡ 特に雑系









い｡ 一方, 前処置に対しては, インシュリン感受性はあまり差がないが, アロキサンに対してほ, 雑系ラ
ットは 160m g/kg でほとんど全例に糖尿病を発症するのに, ドンリュ- ラットでは 230m g/kg を与えて
も雑系ラットの血糖値に及ばず, しかもなお半数は不感受性を示すほどであった｡ すなわち, 吉田肉腫に
対する感受性とアロキサンなどの処置薬剤に対する感受性は, 両種ラットで相反しており, 種族素因の点
から興味がある｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
悪性腫揚が医学上もっとも困難な問題とせられているのは, これに転移という現象があることも, その
大きな理由の一つと言って良いであろう｡ 事実腫癌に転移というものがなければ, 問題は比較的簡単とな




大正より昭和と年ごとに増加しているのであって, 外科手術, レ線照射, 制癌剤投与など治療方法の進歩




痔の生活環塙に ｢ゆさぶり｣ を与え, 発育増殖と転移との関係を観察したのである｡
実験は多岐にわたり, 成績も多端であり, またそれらに附随していろいろ注目すべき事実が提示されて
いるが, 主要所見としてほ, 高血糖によって原腫癌の発育促進, 転移の抑制, そうして低血糖はこれに反
する現象を皇したのである｡
以上は腫疫学上もっとも重大な問題である転移について, 新しい事実を解明したものであって, 将来の
この方面の一つの指針をなすと思われ, 学術上はなはだ有益である｡
したがって著者の本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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